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事業実績概要

事業名称 オンライン飲食予約委託事業（ＵＳＥＮ　Ｍｅｄｉａ）

ポイント名称 GoToEat特別ポイント

総付与ポイント数 ３２，１３４，０００

総利用ポイント数 １７，６７８，８３０

ポイント利用率 ５４．７４％

ひとりあたりの付与ポイント数 ２，８３２

ひとりあたりの利用ポイント数 ３，４８１

ポイント付与期間 2020年10月1日(木) 0時 - 2020年11月14日(土) 16:00

ポイント利用期間 2020年10月1日(木) 0時 - 2022年 8月31日(水) 23:59

加盟店舗数 ３，３１３店舗（2022年8月31日時点）

ポイント付与・利用期間と事業期間（延長期間）
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事業の実施関係者

体制概要

- 内訳

a. 事業管理担当
- キャンペーンに関わる費用・セキュリティ・著作権等の管理

b. 企画・マーケティング担当
- 企画提案

- 対飲食店・対消費者とのコミュニケーション・促進プラニング

c. システム担当
- GoToEat特別ポイントの付与・利用に関わるシステム対応

d. デザイン担当
- キャンペーンに関わる新規・既存Webページや案内物のデザイン

e. セールス・新規加盟促進担当
- 全国のセールス業務・メンバーの管理

f. サポートデスク担当（コールセンター）

- 不正防止監視・消費者及び飲食店からの問合せに対応

g. 店舗ページ制作担当
- ヒトサラに掲載するお店のページ制作対応

h. 申込受付管理
- 飲食店によるヒトサラ掲載の申込受付を管理
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実務担当者リスト

職種 所属 担当業務

営業職 セールスイネーブルメント 新規獲得

営業職 カスタマーサクセス 加盟店利用促進

事務職 事業戦略 広報・経理

事務職 サービス企画 加盟申込管理

事務職 制作ディレクション 店舗ページ制作・加盟申込管理

開発職 プロダクト＆エンジニア システム開発

専門職 プロダクト＆エンジニア 企画統括・不正監視

専門職 プロダクト＆エンジニア プロダクト企画・不正監視

専門職 サポートデスク 店舗/利用者/営業対応１

専門職 サポートデスク 店舗/利用者/営業対応２

専門職 マーケティング 広告・プロモーション

専門職 UI・UXデザイン デザイン制作１

専門職 UI・UXデザイン デザイン制作２
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事業の準備から終了までの遂行体制

事業遂行体制図

遂行体制説明

準備期間

キャンペーン準備期間においては、主にa.事業管理とb.企画・マーケセクションにて事業企画・設計
を行い、サイトや実際の機能に関わるシステム実装やデザインの関わるアウトプット物へのディレク

ション・管理を並行し、準備を進めた。c.システムとd.デザインセクションではキャンペーン開始まで
にディレクションを基に実行する。

またキャンペーンへの参画が確定した段階で消費者・飲食店へのご案内・プロモーションができるよ

う、事前にb.企画・マーケセクションにてコミュニケーションプランを設計し、飲食店との相対を担当す
るe.セールスセクションと連携して準備を進めた。この間f.サポートデスクセクションは問合せや不
正監視のフローや運用を確認・準備した。
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期間中

キャンペーン期間中においてはa.事業管理とb.企画・マーケセクションにてキャンペーン進捗を確
認・管理し、実績確認監査等事業者への報告をしつつ、適切な改善対策をc.システムやd.デザイン
セクションに指示出しを行い、実施した。並行して消費者・飲食店への利用促進のコミュニケーション

をb.企画・マーケとe.セールスセクションで実行するとともに、f.サポートデスクセクションにおいて
は不正を監視しつつ、利用者・加盟店のお問い合わせに対応した。

また、相談窓口・申請案内等事業者とも連携をとりながら併せて利用促進を図った。期間中は週次

で会議開催し、関連メンバーが社内外のキャンペーンの状況を把握できるよう努めると共に実績確

認監査等事業者への報告物のチェックを行い、ヒューマンエラーやセキュリティトラブルを未然に防

止した。

期間中に増加が見込まれるヒトサラ新規加盟の申請受付・店舗ページの制作に関しては、それぞれ

g.店舗ページ制作とh.申込受付管理セクションを中心に滞りなく進行できるよう、コントロールした。

終了関連

キャンペーン終了に向けてa.事業管理とb.企画・マーケセクションで最終の予約状況やポイント進
捗をとりまとめ、実績確認監査等事業者への報告を行いつつ、終了に必要な対応をc.システムやd.
デザインセクションに指揮した。キャンペーン終了前においてもb.企画・マーケとe.セールスセクショ
ンにて利用者や加盟店にポイントの最終利用案内など行うことでスムーズなキャンペーン終了を迎

えられるよう務めた。キャンペーン終了後にも発生したお問い合わせ等の対応は、2023年1月末ま
で引き続きf.サポートデスクセクションにて実施した。
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ポイントシステムの説明（ポイント付与のタイミング等）

ポイントシステム概要

以下を前提とした。

- ランチは6:00-14:59、ディナーは15:00-5:59、それぞれの時間内の来店・飲食とする。（入
店・飲食開始時間ベースとする）

- 本事業のポイント付与期限は2020年10月1日(木) 0時より2021年1月31日(日)までに来店し
た予約を対象として開始したが、好評につき2020年11月14日(土) 16時に早期終了した。

- 本事業により付与したGoToEat特別ポイントの有効期限は一律、2021年3月31日としたが、
新型コロナウイルスの状況により第４回まで適宜、有効期限延長措置に対応し、最終的な有

効期限は2022年8月31日(水)となった。

GoToEat特別ポイントの付与早期終了時イメージ（予約フォームに掲載）※延長前
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通常時のポイント付与サイクル

通常のヒトサラPOINTの付与サイクルとしては、月末〜翌月２日終日中までに加盟店が顧客の来店
実績を確認（キャンセルや予約変更、来店確定）し、３日に一律でポイント付与の処理を実行する。た

だし本事業キャンペーンが期間限定であることを受け、少しでも短いサイクルで利用者へポイントを

付与するため、以下のサイクルを新規で導入・運用した。

GoToEat特別ポイントの最短付与サイクル

加盟店の予約管理画面において、予約ごとに「来店確定」のボタンを設置しており、加盟店側が利用

者の来店時間以降にこちらの手続きをすることで、その翌日には利用者へのポイント付与処理をお

こなった。これにより最短で来店日の翌日にはポイント付与が可能となった。

加盟店の予約管理画面のサンプル（予約詳細確認画面）
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加盟店が会計時にポイント割引を失念した際の管理画面におけるポイント返却操作イメージ

GoToEat特別ポイント保有中利用者のマイページイメージ（当時）
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ポイント利用後の加盟店への入金

ポイント利用分の飲食代金の振込の頻度・振込日

加盟店への振込は、以下のサイクルで実施した。（月1回）

ポイント利用分の飲食代金の振込サイクル

利用者によるポイントを利用した会計が発生した月の、月末〜翌月２日終日中までに加盟店が顧客

の来店実績を確認（キャンセルや予約変更、来店確定）し、経理処理の後、毎月20日に一律で振込
処理を実行した。

加盟店向けポイント割引しくみ資料
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実績確認監査等事業者への報告等

実績確認監査等事業者への報告は、以下仕様書に記載の内容に従った。

1. 受託者は、日別のポイント付与・使用状況を、別途定める様式により、委託者へ報告すること。様式、頻度

及び方法は、委託者と受託者が、協議して定めるものとする。委託者は、報告に基づき、一定の基準に達

したら、残りのポイントを、それまでの実績に基づき、各受託者に割り振ることとする。

2. 受託者は、キャンペーン期間中、ポイント付与・使用の実績を、毎月、別途定める様式により、実績確認監

査等事業者へ報告すること。様式、期日及び方法は、委託者と実績確認監査等事業者が、協議して定める

ものとするが、IDごとにポイント付与・使用・失効状況をCSVファイルで報告可能とするなど、効率的な方法
に対応できるようにすること。

(実施内容)

ヒトサラ内の予約データ・ポイントデータ・入金データを実績確認監査等事業者であるEYストラテ
ジー・アンド・コンサルティング株式会社の指定の通り週次・月次で報告した。

3. 受託者は、キャンペーン期間中、飲食店への代金振込の実績を取りまとめた書類と、それらの根拠となる

証拠書類を、毎月、別途定める様式により、実績確認監査等事業者へ報告すること。様式、期日及び方法

は、委託者と実績確認監査等事業者が、協議して定めるものとするが、CSVファイルで報告可能とするな
ど、効率的な方法に対応できるようにすること。

(実施内容)

指定のファイル形式・周期に実績報告ファイルを自動提出できるよう、新たに集計報告基盤をシステ

ム構築した。その上で発生したデータの不整合や、不正事案によって給付金から除外する判断と

なったデータ修正を適宜調整し、最終的に整合の取れた実績データとして認識合わせをおこなった。

4. 受託者は、キャンペーン期間終了後、ポイント付与・使用の実績と、飲食店への代金振込の実績、その根

拠となる証拠書類を、別途定める様式により、実績確認監査等事業者へ報告し、承認を得ること。様式、期

日及び方法は、委託者と実績確認監査等事業者が、協議して定めるものとする。

5. 受託者は、毎月の報告やキャンペーン期間終了後の報告が円滑に行われるよう、事業開始に当たり、事

前テスト報告に協力するものとし、実績確認監査等事業者の指定する方法により、ダミーデータの提出など

を行うこと。また、提出データの正確性に責任を負うものとし、実績報告や根拠資料のデータ提出に当たっ

ては、複数の者によるダブルチェックを行うこと。複数の者によるダブルチェックでは、データの読み手と聞

き手を変えて、異なる者の組合せで、複数回確認を行うものとする。

(実施内容)

また報告データと併せて、入金証明として提出するファイルが複数あり、社内的には経理部門を含

む関係者でダブルチェックしながら実績報告を実施した。
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相談窓口・申請案内等事業者との連携について

相談窓口・申請案内等事業者との連携は、以下仕様書に記載の内容に従った。

1. 受託者は、相談窓口・申請案内等事業者が事業の基本的内容を消費者と飲食店に説明するために必要と

なる情報の提供に協力すること。

2. 受託者は、委託者の指定する事業者がオンライン飲食予約事業者と連携した広報を実施することに協力

すること。

3. 受託者は、相談窓口・申請案内等事業者との連絡窓口を設置すること。

(実施内容)

- GoToEatの全体のホームページに掲載するため、ヒトサラへの加盟条件や仕様、またポイン
トの仕様等の情報を提供した。

- 相談窓口・申請案内等事業者へ、週次で新規登録加盟店のリストを送付し、各加盟店へ感

染症対策の啓発物を送付していただいた。

- 上記送付の際に、宛先不明で発送元に戻ってきた場合、相談窓口・申請案内等事業者から

の照会を受けて、再送用の宛先をお知らせした。
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加盟店のサイト内表示例

リストの段階で「GoToEat対象」（下の専用リストイメージの赤枠）表示によって加盟店舗を明確化。

また、加盟店舗のみを切り出した専用リストを運用することで認知を強化。

キャンペーン対象店舗のみを切り出した専用リストイメージ（当時）
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加盟店ページイメージ（当時）

ファーストビューに「GoToEat対象」（下のイメージ赤枠）を表示することで、加盟店舗であることを明
確化。
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予約フォームイメージ（当時）

「こちらのお店はGoToEatキャンペーンに参加しています。」（下のイメージ赤枠）と表示することで、
加盟店舗であることを明確化。
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飲食店の加盟促進

既存のヒトサラ加盟店のキャンペーン参加に加え、新たにヒトサラに加盟いただく飲食店専用の掲載

プランおよびフローを確立し、募集・掲載を実施した。

商品名：ヒトサラGoToEat特別プラン

掲載費用　・・・　初期費用：０円　／　月額固定費用：０円

Go To Eatキャンペーン参加条件

1. ヒトサラ掲載条件・掲載規定を満たし、ご掲載いただくこと

2. 農林水産省及び各都道府県が定めた感染症対策を実施していること

3. ヒトサラオンライン即時予約(一部台帳連携含む)をご利用いただき、受付対応をいただくこと
4. ポイントを利用した予約に対応し、還元ポイント入金のための口座を登録等の設定をしていただくこと

5. 予約来店後、利用者の来店と利用ポイントを店舗管理画面から報告いただくこと

ヒトサラGoToEat特別プランご案内ページイメージ

https://hitosara.com/contents/gotoeat/agreement.pdf
https://hitosara.com/contents/gotoeat/47conditions.pdf
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加盟店が守るべき感染症対策
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「ヒトサラGoToEatキャンペーン」参加にあたっての注意事項確認書
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加盟店対象の「GoToEatキャンペーンとは」資料①
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加盟店対象の「GoToEatキャンペーンとは」資料②
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期間延長にあわせて既存ヒトサラ加盟店のキャンペーン参画を促す例

加盟店募集facebook広告例
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消費者の利用促進

本キャンペーンポイントの利用促進企画

GoToEat特別ポイントを獲得した利用者に対し、ヒトサラPOINTを更に付与する等、本キャンペーン
ポイントの利用を促進する複数の企画を計画・実施した。

- 通常ヒトサラPOINT３倍期間：キャンペーン開始〜GoToEat特別ポイント付与期間中
- ４名予約に限りポイント10倍：2020年12月1日（火）～2021年1月31日（日）
- 他、随時シーズナルキャンペーンを実施

本キャンペーン専用Webページ制作（https://hitosara.com/contents/gotoeat/）

本キャンペーンの趣旨、ポイント付与の仕組み等を、利用者に分かりやすく周知し、利用促進を行う

為、専用Webページを制作した。また、当該Webページに利用者からの問い合わせ連絡先も記載し
た。

https://hitosara.com/contents/gotoeat/


23

消費者への利用促進は主に以下の切り分けで訴求した。

- 利用者全般

- オンライン広告を中心にヒトサラ・キャンペーン認知を拡大し、誘導

- 既存のヒトサラ利用者

- メールマガジンやプッシュ通知、ポップアップなどでアプローチ

Web広告バナー一例①
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Web広告バナー一例②
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GoToEat特別ポイントの有効期限リマインド・利用促進メールマガジン例

GoToEat特別ポイントを保有している利用者に対し、定期的な有効期限のアナウンスと、利用訴求を
実施しました。
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利用促進ポップアップ・プッシュ通知例
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コールセンター体制

コールセンター体制概要

【受付時間】電話：10:00～18:00（月〜金）／　メールフォーム：24時間（月〜日）

本事業のコールセンターの役割として、当社では以下２つの機能を想定しました。

1. お問い合わせ窓口・対応
2. 不正監視

本事業においては４名（当社の既存のサポートデスクより専任担当２名＋ヘルプ２名）を業務にあて

ました。なお、既存のヒトサラのサポートデスクとしては引き続きお問い合わせ全般の共通窓口とし、

お問い合わせ内容によって各専任担当・また関係部署へ取り次ぎました。主なお問い合わせチャネ

ルとしては、電話での対応ですが、メールでの受付・回答も行いました。

対応実績

- 1人1日平均して35～40件ほどの電話・メールに対応

代表的なお問合せ内容

- 飲食店・加盟店からのお問い合わせ

- キャンペーンに参加するにはどうしたら良いか

- 申込をしたが、いつからネット予約が利用できるようになるか

- ネット予約の受付、設定方法について教えて欲しい

- ポイント値引きの方法や、返金口座の設定方法はどうすればよいか

- 利用者からのお問い合わせ

- キャンペーン内容・予約方法・ポイントの利用方法について

その他メディアなどからのお問い合わせ

取材やメディア掲載等のお問い合わせは、従来通り当社内の広報担当とUSEN-NEXT GROUPの広
報活動を統括する株式会社 USEN-NEXT HOLDINGS広報部と連携し対応しました。
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不正防止対策

以下、おおきく２つの体制で不正防止に務めました。

1. システムによる不正利用の監視
2. コールセンター人員による監視

システムによる不正利用のウォッチング

1. ポイントシステムのバッチログによるデータ集計・csv出力
2. 入金システムのデータ集計・csv出力
3. 予約システムのデータベースによるデータ集計・csv出力

上記３種のシステムよりポイント・入金・予約の側面から利用者・加盟店の利用状況データを出力し、

そのデータを基に、事業管理担当・企画・マーケティング担当にて進捗確認・不正監視・改善案検討

を実施しました。システムセクションと連携をとり適宜必要な改修・不正防止強化を検討した結果、独

自の不正検知・アラートシステムを実装し、事実確認に活用しました。

コールセンター人員によるウォッチング

コールセンターの主な機能としては「お問い合わせ窓口・対応」ですが、「不正監視」を兼ね備えた体

制としました。GoToEat専任メンバーと、既存のヒトサラサポートデスク業務にあたるメンバーが連携
することで対利用者・対加盟店とのコミュニケーション状況を共有しあい、不正監視を強化しました。

上記の２軸で監視を行うことで、加盟店による自己取引、架空取引、虚偽報告の対策し、利用者の

不正を防止しました。

その他の不正防止策

- ヒトサラ予約機能の中で、オンライン予約に対して確定・変更・キャンセル操作が行われた際

に、利用者・加盟店の双方にメール・プッシュによる通知を行っています。これにより利用者・

加盟店の双方が意図しない予約変更や、許諾なしのキャンセル、実来店のない予約へア

ラートをあげる役割を担っていました。

- ヒトサラへの加盟には当社による店舗取材が必須となっており、これにより加盟店要件の偽

装、実態のない店舗の加盟を未然に防ぎました。
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その他

広報

プレスリリース

キャンペーン参加申込受付時のリリース（https://usen.media/news-2414/）

https://usen.media/news-2414/


30

ヒトサラ加盟店を対象に「GoToEatキャンペーンに関するアンケート調査」を実施リリース

（https://usen.media/news-2446/）

■アンケート概要

【調査方法】ヒトサラオーナー向けメルマガ　アンケートフォーム

【調査期間】2020年11月20日（金）～11月24日（火）

【回答数】全国181店舗

【業態・店舗規模】不問

■回答概要

✔全体の73.5％が「いずれかのサイトでGoToEatキャンペーンに参加している」

✔75％が「参加したメリットがあった」、うち21.1％が「大きくあった」

✔83.5％が「付与終了が早い」、78％が「ポイント付与を再開してほしい」

✔半数以上が「利用の人数制限があったほうがよい」、制限不要派は3割にとどまる

https://usen.media/news-2446/
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「GoToEatキャンペーンに関するアンケート調査」を実施リリース（抜粋）１
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「GoToEatキャンペーンに関するアンケート調査」を実施リリース（抜粋）２

■GoToEatキャンペーンについてのご意見・ご要望がございましたらお聞かせください

（一部抜粋）

- 予算を付けて復活して欲しいです。

- ポイント利用方法がもっとわかりやすく示されていると、さらに利用される方が増えるのでは

ないかと思いました。

- 週1回などの利用制限があった方が多くのユーザーに行き渡るのでは？
- 個人的な意見としては、チェーン店以外の飲食店の助けにはなっていないように思う。

- 効果はあったと思うが、なにかしらの制限があった方が飲食業全体で効果が出たと思う。

- お店側も感染防止に気を付けているのでお客様側も少し意識を持って頂きたい。

- 飲食事業者にとっては凄くありがたい政策です。ただ、個人店や小規模飲食店には近隣住

人などが利用しやすい特別制度などの検討が必要かもしれません。

- 一人あたりの付与ポイントを下げてでも、継続して欲しい。

- お店では感染対策を徹底しており、お客様も協力的なので、続けてほしいです。

その他メディア露出事例

2020年10月1日 TBSテレビ「Nスタ」

2021年3月9日 テレビ朝日「スーパーJチャンネル」
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ヒトサラ × TABLE FOR TWOの取り組み

※寄付には上限があります。

ヒトサラでお店を予約すると１予約につき２０円がヒトサラからTABLE FOR TWOに寄付されます。こ
れにより、TABLE FOR TWOから一食分の給食が開発途上国の子どもたちに届けられます。

本キャンペーン参加店への予約により、約２２万食分*の給食が開発途上国の子どもたちに届けら
れました。これにより国内の飲食店の支援のみならず、開発途上国の人々の健康改善にも貢献した

と言えます。

*キャンペーン参加店舗に 2020年10月1日(木) - 2022年10月31日(月)の間に来店のあった予約件
数より算出
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所感 
 

 【飲⾷店の今と未来に貢献する】をミッションとし、メディアを通じて「店」と「⼈」をつなぐ取り組みを推進してき

た当社として、新型コロナウイルス感染拡⼤で影響を受けている⽣産者・飲⾷店の⽀援に寄与する本事業へ

の参画は不可⽋でした。本事業の概要が発表された当時、当社『ヒトサラ』は「ポイント利⽤による⾷事割引」

機能を備えておらず、参加応募にあたってはオンライン飲⾷予約委託事業の必須要件である本ポイント機能

を開発・実装するところから急ピッチで準備を進め、提案に臨みました。 

 発表直後より飲⾷店やメディアからのお問い合わせが相次ぎ、キャンペーンへの注⽬度の⾼さ、反響の⼤きさ

は予想以上のものでした。感染症対策を⾏いながら客⾜の回復を待ち望む飲⾷店、お店を応援したいと思っ

ている消費者にとって、お得に外⾷を楽しみながら飲⾷店を応援できる本キャンペーンへの期待は⼤きく、開始

早々に予算上限に達したことからも、多くの⽀持を集めた意義⼤きい事業であったことは明らかです。 

 キャンペーン開始にあたり当社は、対象のオンライン飲⾷予約に対し「GoToEatキャンペーン特別ポイント」に

加え、オリジナルの「ヒトサラPOINT」を付与する独⾃の施策を組み合わせることで需要喚起と利⽤促進を図り

ました。その結果、他事業者様がカバーする⼤⼿チェーン店や都市部の店舗にとどまらない個⼈経営の店舗さ

ま、特に『ヒトサラ』掲載の⼤きな割合を占める 

 ①⼩規模経営の個⼈店 

 ②地⽅の郊外も含む全国の飲⾷店 

 ③料理やサービスにこだわりをもつ⾼級店・⼈気店 

以上３種の特性のある加盟店に対して、キャンペーンを通じた送客で⼀定の成果を上げることができたと考え

ます。 

 コロナ禍での事業であり臨機応変な対応が求められるのは承知していましたが、度重なる期間延⻑や、都道

府県ごとの利⽤制限告知、不正対策のための予約条件変更など、多岐にわたりかつスピーディな対応が求め

られる各業務への対処に⼾惑った点は否めません。結果的に各所の⼯数、特にシステム改修コストは当初想

定より莫⼤になりながらも、事業予算に限りがありコストコントロールの観点でも⼤変苦戦しました。例えば不正

対策、具体的には「ポイント稼ぎすることへの対応」については、初回の事業概要説明会の時点で懸念として

指摘がありましたが、特に制限を設けずに事業開始した背景があります。まずは事業開始するスピード感が重

要視されていたことは理解しつつ、仕様・要件策定の段階から改善の余地があったのではないかと思います。 
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 中でも⼀番の課題と認識しているのは、事業開始後、ポイントの付与期間が早々に終了し、ポイント利⽤

期間のみ延⻑を繰り返してしまった点です。複数回にわたる延⻑により利⽤者の参加意識が希薄化し、需要

を掘り起こす活性化策も⾏き詰まり、結果的に飲⾷店⽀援に向けられるべき給付⾦が⼗分に消費されないま

ま今回事業期間の終了を迎えたことを⼤変残念に思います。今後、飲⾷店活性化事業を検討される際は、

ポイント付与期間を⼀定期間しっかりと確保しつつ、有効期限が延⻑される際には、ヒトサラが実施した加盟

店アンケートで78％が「ポイント付与を再開してほしい」と回答したように、施策需要のカンフル剤たり得るポイン

トの新規付与もセットで執⾏されるような仕組みを望みます。 

 総じて、ヒトサラ実施の同アンケートで加盟店の75％が「参加したメリットがあった」うち21.1％が「⼤きくあっ

た」と回答のとおり、加盟店の多くが確実にキャンペーンの効果を体感しており、飲⾷店の経営⽀援に効果的

な施策だったと認識しています。特にヒトサラが得意とするジャンルの飲⾷店、そして利⽤者の特徴である30

代・40代中⼼で⾼所得層であるアッパーミドル以上の消費者層への利⽤訴求の⾯では当社ならではの貢献

ができたと思料いたします。 

 

以上 


